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Patient's Emotional Experiences in the ICU





















現実体験をした患者（福田 , 井上 , 佐々木 , 茂
呂 ,2013）や人工呼吸器を装着した患者（高島
-研 究 報 告-
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　2011 年 11 月〜 2012 年 3 月。
3．調査内容、データ収集方法
　インタビューガイドを独自に作成し、対象者
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　看護師を対象とするデルファイ法を用いた国内文献の研究手順の実態について明らかにすることを
目的とした。2017 年 6 月に医学中央雑誌 web 版にて、キーワードを「デルファイ」として検索した結果、
看護師を対象とするデルファイ法を用いた研究論文は 29 件が該当した。これらの文献を分析した結果、
専門家集団の経験則から得られる価値観や評価、予測の指標について意見を集約して合意形成をする
ことを目的とした研究が多くみられた。デルファイ法のラウンド数は概ね 3、4 回、同意率は 80％が























Delphi Method Study with Nurse Participants:
Survey of the Japanese Literature
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